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院長交代 院長交代 

職員全員で協力して病院を運営する
私は前任の病院で5年間

院長を務めました。その間の
大半は新型コロナウイルスへ
の対応に追われていました。
コロナ禍での病院運営に関
しては、院長が求心力をいか

に発揮するかを問われたように思います。ポストコロナにおい
ては、職員全員が協力し合い、多様な意見を取り入れ、その
中で、院長は最終的な判断を下し、その結果に責任を負う立
場だと思っています。

今後の当院の新たな変化
　今年度から耳鼻咽喉科に常勤医が着任し、来年度には泌
尿器科にも常勤医の赴任が予定されています。これにより、手
術支援ロボットの導入も視野に入れています。また、今年度心
臓カテーテル装置は更新が完了し、さらに、近い将来には
MRI装置の更新も予定しています。今後も設備の充実を図り、

診療体制のさらなる強化を目指しています。

腎機能を守る医療を地域に届けるために
当院では2025年4月より腎臓内科を標榜しています。愛媛
県内では腎臓専門医の不足が指摘され、地域医療の課題と
なっています。幸い近年では、内科的治療が進歩し、透析に至
らないための早期介入が可能となり、透析患者数も減少傾向
にあります。腎機能を守るための医療が着実に確立されつつあ
る今、当院においても腎疾患の早期発見・治療を提供し、地
域に貢献していきたいと考えています。

当院腎臓内科へご紹介のタイミングとは
　腎疾患を合併する患者さんの多くは慢性に経過し、同じ治
療を長年継続されていることが多いかと思います。その中で、
「このまま経過観察を続けてよいのだろうか」と少しでも疑問を
感じられた場合には、ぜひお気軽に当院腎臓内科にご紹介
ください。

地域完結型医療の実現に向け連携強化を
病院は「地域と共に成長し続ける

存在」であるべきだと考えています。病
院がいくら連携を強化したいと考えて
も、信頼されなければ真の連携は成
立しません。地域完結型医療の実現
のためには、信頼される医療を提供
し、地域の医療機関の皆さまとも緊密
に連携していくことが欠かせません。
一歩ずつ着実に前進してまいりますので、今後ともど
うぞよろしくお願い申し上げます。

インタビュー全文はこちら▶

地域の医療機関向けニュースレター

新院長 大蔵隆文 プロフィール
福岡県北九州市出身。1986年愛媛大学医学部卒業後、同大学病院、
松山赤十字病院、JCHO宇和島病院で研修後、愛媛大学に戻り研究
及び臨床を行い、循環器専門医と腎臓専門医を取得。2017年、恩師
の縁で市立八幡浜総合病院にサテライトを有する地域救急医療学講
座の教授に就任し、3年後、市立八幡浜総合病院の院長に就任。
●資格：日本内科学会総合専門医・指導医、日本循環器学会専門医・
Fellow of Japanese Circulation Society (FJCS)・指導医、日本腎臓学
会専門医・指導医、日本高血圧学会専門医・指導医、日本心臓学会
Fellow of Japanese Collage of Cardiology (FJCC)、日本老年病学会
専門医・指導医
●趣味：『鬼滅の刃』鑑賞、関連グッズの収集

新院長大蔵 隆文 名誉院長風谷幸男
2025.8

夏号

新院長の意気込み

膝関節治療が目指す“その先”
膝関節の疾患は、加齢に伴いクッションで

ある軟骨が摩耗する変形性膝関節症と、ス
ポーツ外傷などによる靭帯損傷や半月板損
傷に大別されます。膝関節の障害を放置す
れば、日常生活の制限に直結します。これは
単に身体的な痛みにとどまらず、趣味や社会
活動といった「人生の質」を著しく低下させる

要因となります。診療の最終目標は、除痛はもちろんのこと、患
者さんが再び社会とのつながりを維持し、心身ともに満たされ
た「Well-being」な人生を再獲得していただくことにあります。

治療の鍵は“術式”と“タイミング”
膝関節鏡視下手術（内視鏡手術）は、靭帯再建や半月板
縫合において選択される治療法です。小切開で行うため組
織侵襲が少なく、術後の関節拘縮を最小限に抑えられるメ
リットがあります。ただし、進行した変形性膝関節症に対して
は鏡視下手術のみでは効果が限定的であることも広く認識
されています。一方、末期の変形性膝関節症に対して高い信
頼性を有するのが人工関節置換術です。損傷部位をインプ
ラントで置換するこの術式は、確実な除痛が期待できます。こ

こで重要なのは、人工
関節を動かす動力源は
患者さん自身の筋力で
あるという点です。した
がって、筋力が著しく低
下する前の適切なタイミ
ングでの介入が推奨されます。また、活動性の高い若年層の
患者さんには、関節を温存する「骨切り術」という選択肢もあ
ります。安易な術式選択を避け、個 の々活動性や病態を詳細
に評価した上で、最適な治療法をご提案しています。

紹介を迷ったときの判断ポイント
　ご紹介を検討いただく指標としては、適切な保存的治療を
3か月間継続しても疼痛が改善しない場合や、疼痛により歩
行距離が短縮するなど、生活制限が顕著になった段階が挙
げられます。また、「膝が外れるような不安定感がある」「膝が
引っかかって伸びない（ロッキング）」といった症状は、半月板
や靭帯の器質的な損傷が疑われるため、早期の専門的評価
が必要です。診断が確定しない段階であっても、画像所見と
臨床症状に乖離がある場合などは、検査目的でもいいので
ご紹介ください。
患者さんの治療効果を

最大化するためには、地域
での保存療法と適切なタ
イミングでの外科的介入
の緊密な連携が不可欠で
す。診断に苦慮される症例
や手術適応の検討など、
どのような事案でもお気軽にご相談ください。

インタビュー全文はこちら▶

地域の医療機関向けニュースレター

整形外科部長 医師

竹田 治彦 整形外科非常勤 医師  忽那 辰彦
整形外科主任医長 医師

福田 高彦

2026.5

春号 膝関節診療の判断ポイントと
治療の選択肢
膝関節診療の判断ポイントと
治療の選択肢

整形外科非常勤医師 忽那辰彦 プロフィール
2002年に愛媛大学医学部卒業後、愛媛県立中央病院、北海道美唄労災
病院勤労者腰痛・脊損センター、愛媛県立今治病院、石川病院（現HITO
病院）、済生会西条病院などさまざまな経験を経て、2014年愛媛大学医学
部附属病院助教。4年前より当院非常勤勤務。
所属：日本整形外科学会、中部日本整形災害外科学会、日本リウマチ学
会、日本膝学会、日本人工関節学会、日本股関節学会、日本CAOS学会、中
国四国整形外科学会、日本組織移植学会、日本コンピュータ外科学会
資格：日本整形外科学会専門医日本リウマチ学会専門医
趣味：映画鑑賞

忽那
くつな



〒793-0027　愛媛県西条市朔日市804番地
TEL 0897-56-0300    FAX 0897-56-0301
https://www.saijo-c-hospital.jp/

外来案内

受付時間
午前   8 :00～12:00
午後 13:00～16:30
※第2・4水曜日は午後休診
第1・3・5土曜日は終日休診

診療時間
午前   9 :00～
午後 14:00～

周辺ＭＡＰ

受付･診療時間は診療科により異なります
詳しくは当院ホームページにてご確認下さい
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